
診療でも学習でも 
一層使いやすい構成となった改訂版
　異常値の出るメカニズム，何と興味を引くタイ
トルかと思う．1985 年に初版が出たとき，「おっ，
待ってました」と購入したことを覚えている．た
しか，河合忠先生が『medicina』という月刊誌に
書かれていたのを元に書籍にとりまとめられたも
のであった．月刊誌は読んでいたので，書籍に
なって本当にありがたかった．なぜなら臨床検査
を現象として記載している書籍は他にもあったが，
本書のように「なぜ異常になるのか，どういうメ
カニズムで異常値になっているのか，その背景に
はどんな病態があるのか」などの疑問に答えてく
れる書籍は，本書が初めてではなかったかと思
う．そして，今でも他書にはない特徴を引き継い
でいるのがわかる．現在は河合先生が監修をさ
れ，山田俊幸先生，本田孝行先生が編集を担当さ
れている．臨床検査専門医として，臨床検査医学
の研究者であり教育者であるお二人が，時代に即
した改変を加えつつ，初版のスコープをそのまま
維持し，拡張させていると思える．
　初版が出てから 30 年を過ぎ，臨床検査もずい
ぶん変わった．技術の進歩による精度の向上，高
感度化により，測定値がますます収束して，病態
による微細な変化も捉えられるようになった．ま
た，バイオマーカーという，病態よりも即病気を
反映するような検査項目も開発されてきた．この
臨床検査の進歩に追随するように，本書で扱う検
査項目も増えてきている．そして，以前の版に比
べて構成が少し変化している．すなわち，各章で
検査群を扱っているが，その中で“総論”，“基本
検査”，“基本検査に準ずる検査”と分けて書き込
んでいる．これは，検査を段階的に進めていく診
療上の検査依頼も意識してのことであろう．さら
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に，その章の中で，高頻度に測定するコアとなる
検査項目が扱われている．まずは，基本検査に記
載の検査項目を理解した後に，基本検査に準ずる
検査に進めていくことが，診療でも学習でも必要
である．
　これだけの内容を伝統のある『異常値の出るメ
カニズム』という比較的コンパクトな書籍にまと
めるのは，大変なご苦労をされていると思う．ほ
ぼどのページにも図表が掲載されており，特に図
が多いのが本書の特徴でもある．表には情報を詰
め込みやすいが，図はイメージすることができ理
解を助けてくれる．作る側から考えると図を作る
ほうが大変なので，読み手からするとぜいたくな
書籍と言えよう．
　一つだけ注文を出させてもらえるなら，検査項
目が増えすぎて，詳細なメカニズムまで触れにく
くなっている．ページが許せば，細胞内での転写
因子が遺伝子の制御領域に結合するところから説
明するものもあってもよいかもしれない．ストー
リーが長くなるかもしれないが，そこまですれば
『チコちゃんに叱られる』こともないだろう．
　ともあれ，各検査領域のエキスパートが渾身の
力を込めて執筆された『異常値の出るメカニズム　
第 7版』，ぜひご一読いただきたい．特に医師や
臨床検査技師をめざしている方，既に働き始めて
いる若い方々ばかりでなく，臨床検査に興味があ
る各種医療関連の職種および学生にもお薦めする．
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